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ヘアメイクアップを施した顔から推測される性格と 

対人魅力との関係 1 
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Experiments were conducted to clarify the inferred personality from the average face of Japanese 
women with hair and makeup and the relationship between personality and attractiveness. The 
results of the experiments indicated that faces with standard, and natural colors were estimated as 
having high agreeableness, conscientiousness, emotional stability, and interpersonal 
attractiveness. In contrast, faces with non-standard colors were estimated as having high 
extraversion and openness but low interpersonal attractiveness. The validity of the similarity, 
complementarity, personal desirability, and social desirability theories of personality was 
examined for the interpersonal attractiveness of faces with hair and makeup applied. The personal 
desirability and social desirability theories were supported for agreeableness, conscientiousness, 
and emotional stability, although none of the theories were supported for extraversion and 
openness. 
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日常的に化粧する人は多い。特に女性は，化

粧をする，髪を染めるなどの化粧行動を重視し

ている(鈴木・神山，2003)。化粧をする動機につ

いて，例えば石田(1993)や村澤(1992)は，化粧を

する目的には欠点や弱点を「隠す」ことと，自

分自身をより魅力的に「見せる」ことの 2 つが

あると述べている。また飛田(1996)は注目され

たい・きれいになりたいといった「自己顕示と

魅力性」，積極的になれる・自信をもって外を歩

けるなどの「積極性や自信の獲得」，身だしなみ

のための「伝統的性役割観」，肌を守る・欠点を

カバーするなどの「肌の保護と欠点のカバー」

の 4 つの因子から構成されることを示した。こ

のように，欠点をカバーし，より魅力的・積極

的に見せることが化粧の大きな目的となって

いる。 
ところで「化粧」は，狭義ではスキンケアと

メイクアップを指すことが多いが，医療機器等

の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法

律で化粧品が「人の身体を清潔にし、美化し、

魅力を増し、容貌を変え、又は皮膚若しくは毛

髪を健やかに保つために、(中略)使用されるこ

とが目的とされる物(後略)。」と定義(厚生労働

省，2014)されているように，広義ではヘアケア

やヘアカラーリングなども含まれる。本研究で

は，狭義の化粧をメイクアップ，メイクアップ

に髪の装いを含めた化粧をヘアメイクアップ

と呼び区別する。またヘアメイクアップを施し

た顔のことを「ヘアメイクアップ顔」と呼ぶ。 
ヘアメイクアップ顔からの性格の推測 
ヘアメイクアップは自身をより魅力的に見

せる手段として利用されるが，実際にヘアメイ

クアップを行うことで観察者が受け取る印象

は変わるのだろうか。 
これまで，様々な文脈において髪色の違いや

メイクアップの有無が第一印象に与える影響

について研究が行われてきた。例えば，ヒッチ

ハイク (Guéguen & Lamy, 2009)やレストラン



中川 (2022). 容装心理学研究, 1(1), 39–50. 

 

- 40 - 

 

(Guéguen, 2012; Guéguen & Celine, 2011)，ナイト

クラブ(Swami & Barrett, 2011)，採用(Cox & Glick, 
1986; Kyle & Mahler, 1996)といった特定の文脈

での実験や，雑誌の表紙モデル(Rich & Cash, 
1993) や FTE(London Financial Times Stock 
Exchange)の CEO(Takeda, Helms & Romanova, 
2006)を対象とした調査において，髪色の違いや

メイクアップの有無で魅力や推測される能力

を比較する研究が行われている。欧米人をモデ

ルとして起用したこれらの研究を総合すると，

ブロンドの髪の人やメイクアップをした人は，

男性が女性の魅力を判断する文脈では魅力的

だと判断されやすく，ブラウンなどの髪の人や

メイクアップをしていない人は職務能力を判

断する文脈で評価されやすいことが多い。この

ように文脈によって相応しいヘアカラーやメ

イクアップは変化すると考えられる。 
文脈に相応しいヘアメイクアップ選択の手

掛かりになり得るものとしてヘアメイクアッ

プ顔から推測される性格が考えられる。性格は

「外向性」「協調性」「勤勉性」「情緒安定性」「開

放性」の 5 因子に集約できるが(Big Five；
Goldberg, 1990, 1992)，人は見知らぬ他者を見て

これらの特性を推測することがある。性格の推

測は偶然よりも正確であり(Ambady, Hallahan, & 
Rosenthal, 1995; Borkenau & Liebler, 1992)，それ

は顔の画像のみを提示した場合にも当てはま

る(Little & Perrett, 2007; Penton-Voak, Pound, Little 
& Perrett, 2006)。また性格の推測は他者と一致す

る傾向があるとされている(Albright et al., 1997; 
Kenny, Albright, Malloy & Kashy, 1994)。そしてそ

れらは，様々な文脈において重要な判断材料と

なる可能性が高い。例えば，職場では勤勉性が

(Costa, 1996; Ozer & Benet-Martinez, 2006)，教育

機関では協調性・勤勉性・開放性が重視され

(Poropat, 2009)，パーティで話したりリーダーと

して選ぶ対象としては外向性が求められる

(Hendrick & Brown, 1971; 中里・井上・田中，1975)。
求められる性格特性に近い外見を持つ人のほ

うがそうでない人よりより良い待遇を得られ

るといった可能性も充分に考えられる。 
ヘアメイクアップは顔の容貌に変化を与え

ることができるため，顔から推測される性格に

も影響を与えると考えられる。実際にメイクア

ップの有無や髪の明るさ，ヘアスタイルなども

含む様々な身体的な特徴と推測される性格特

性との関連が調査されている (Borkenau & 
Liebler, 1992)。これは欧米人を対象とした調査

であり，またヘアメイクアップの特徴を詳細に

調査したものではないが，日本人を対象とした

研究でヘアメイクアップが顔から推測される

性格や対人魅力にどのように影響を及ぼすの

かを明らかにすることができれば，ヘアメイク

アップを行う本人が文脈に応じて戦術的にヘ

アメイクアップを使い分けることができるは

ずである。 
観察者の性格と対人魅力 
ヘアメイクアップが戦術的に性格の演出に

利用できるのであれば，特定の相手と良好な関

係を築くためにヘアメイクアップを利用する

こともできると考えられる。対人魅力には自分

に似た性格を好むという類似説，自分にない性

格を好むという相補説，誰からも好まれる性格

を好むとする社会的望ましさ説があるが(蘭・小

窪，1978；中里他，1975)，ヘアメイクアップ顔

の魅力にはこれらの 3 つのうちのどの説が当て

はまるのであろうか。あるいは被服行動では理

想の自己に近い被服が好まれるとされている

ように(藤原，1987；山中，2006)，理想の自己に

近い性格が推測されるヘアメイクアップ顔が

魅力的だと判断されるのであろうか(本研究で

はこれを社会的望ましさ説と対比させて「個人

的望ましさ説」と呼ぶ)。 
これまで Big Five 理論を用いて性格の類似説

や社会的望ましさ説の妥当性を検証した研究

が行われており，記述文による人物描写を用い

た実験では，外向性(Hendrick & Brown, 1971；中

里・井上・田中，1975)・協調性(戸塚・狩野・上

北，2011)・勤勉性(戸塚，2017)・情緒安定性(戸
塚・上北・狩野，2011)・開放性(戸塚，2016)が
高い人物が魅力を高めやすいという社会的望

ましさ説が支持される一方で，外向性・協調性・

勤勉性・開放性については類似性が魅力を高め

る効果も示されている(松木・松本，2021; 戸塚・

狩野・上北，2011)。ヘアメイクアップ顔につい

て，観察者の性格と対人魅力との関係を明らか

にすることができれば，人間関係をより円滑に

築くためのヘアメイクアップを利用できるよ

うになると考えられる。 
 

本研究の目的 
以上より，本研究では，(a)ヘアメイクアップ
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が顔から推測される性格や対人魅力に及ぼす

影響の検証，(b)ヘアメイクアップ顔の対人魅力

について，類似説・相補説・社会的望ましさ説・

個人的望ましさ説の妥当性の検証を行う。これ

らの検証を通じ，戦術的に性格を演出したり，

人間関係を円滑に築いたりするためのヘアメ

イクアップを明らかにすることを目的とする。 
ヘアメイクアップには，主に色・形・質感(光

沢感など)の 3 つの要素があるが，本研究ではヘ

アメイクアップの中でも比較的変化が知覚し

やすく，また外見に大きく影響を与えると考え

られる色を取り上げる。さらに，色が関係する

ヘアメイクアップにはファンデーション，アイ

カラー，リップカラー，チーク，ヘアカラーな

どがあるが，華やかな色が使われやすく色の変

化が知覚されやすいと考えられるアイメイク，

口紅，ヘアカラーを取り上げる。また，ヘアメ

イクアップの利用者である女性の視点から観

察者の性格とヘアメイクアップ顔の対人魅力

との関係を明らかにするため，女性を対象とす

る。 

実 験 1 

実験 1 では，ヘアカラー・リップカラー・ア

イカラーのうち，いずれか 1 箇所の色を変更し

た実験刺激を用い，ヘアメイクアップ顔から推

測させる性格，およびその性格と対人魅力との

関係を検証する。 
なお本実験は放送大学研究倫理委員会の承

認を得て行った(通知番号 2020-38)。 
 
方法 
参加者 日本語を母語とする 20 歳以上の女

性を対象とし，クラウドソーシングシステム(株
式会社クラウドワークス)を通じて参加者の募

集を行った。ヘアメイクアップの識別が困難な

小さい画面での回答を避けるため，パソコンま

たはタブレット端末で，また薄明視・暗所視や

ナイトモード等によるディスプレイの色温度

の影響を極力避けるため，7:00～16:00 に回答す

ることを条件とした。150 名の回答者のうち，

スマートフォンで実施した 10 名，IMC 設問

(Instructional manipulation check; 三浦・小林 , 
2016)に正しく反応できなかった 9名を除く 131
名(20 代 29 名，30 代 43 名，40 代 40 名，50 代

17 名，60 代 2 名)のデータを分析に用いた。 

実験刺激 自然光下で撮影した 20～40 代の

日本人女性 20 名の正面顔から平均顔を作成し

(図 1A)，顔全体にシャープ化処理を行い，髪型

を合成し，ベースラインとした(図 1B)。ベース

ラインの毛髪部分をブラック(実験刺激番号 H1，
以下同)，低明度ブラウン(H2)，中明度レッド

(H3)，中明度ゴールド(H4)，中明度アッシュ(H5)，
高明度レッド(H6)，高明度ゴールド(H7)，高明

度アッシュ(H8)に変化させたヘアカラー実験刺

激 8 種を作成した。同様に，ベースラインの口

唇部をレッド(L1)，オレンジ(L 2)，ピンクベー

ジュ(L3)，ベージュ(L4)，ショッキングピンク

(L5)，ブラウン(L6)に変化させたリップカラー

実験刺激 6 種，および眼瞼部を高明度暖色(E1)，
高明度寒色(E2)，中明度暖色(E3)，中明度寒色

(E4)，低明度暖色(E5)，低明度寒色(E6)に変化さ

せたアイカラー実験刺激 6 種をそれぞれ作成し

た。こうして生成した合計 20 種の実験刺激を

本実験に用いた(20 種の実験刺激は表 1 参照)。 
質問項目 ①性格に関する項目：Big Five 性

格特性を 10 項目で測定する TIPI-J(小塩・阿部・

カトローニ，2012)を改変して用いた 2。この尺

度は，実験刺激から推測される性格の測定に加

え，類似説・相補説の検証のための実験参加者

の現在の性格の測定，個人的望ましさ説の検証

のための実験参加者の理想の性格の測定にも

用いた。ヘアメイクアップ顔と性格との関係を

明確化するため，神経症傾向に関する項目は神

経症傾向が小さくなるほど得点が高くなるよ

うに逆転処理を行い，情緒安定性として分析を

行った。②対人魅力に関する項目：人物に対す

る好意を測定する項目として「この女性が好

き」，また色に対する好みを測定する項目とし

て「このヘア(またはリップ・アイ)カラーが好き」

を，それぞれ「全く当てはまらない」から「非

常にあてはまる」までの 7 段階の Likert 尺度を

用いて回答を得た。 

A B 

  
図 1 平均顔（A）とベースライン（B） 
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手続き 本実験は 2020 年 10 月 12～17 日に

オンラインで行われた。はじめに実験参加者自

身の現在の性格および理想の性格について回

答を得た。次に画面中央に注視点を 1000ms，続

いて 400 ピクセル四方のベースライン(図 1B)
を 1500ms 提示し，ベースラインから推測され

る性格および好意について任意で回答を得た。

さらに 20 種の実験刺激についても同様に注視

点を 1000ms，400ピクセル四方の刺激を 1500ms
提示した後，実験刺激から推測される性格およ

び好意について回答を得た。最後に IMC 設問を

提示し実験終了とした。20 種の実験刺激はラン

ダムな順序で提示した。 
 
結果 
ヘアメイクアップ顔から推測される性格 

ヘアカラー・リップカラー・アイカラーいずれ

か 1 箇所の色を変化させたヘアメイクアップ顔

から観察者がどのような性格を推測するのか

を分析するために，実験刺激毎に Big Five 各因

子それぞれの平均値を求めた。その結果，中―
高明度のヘアカラー実験刺激(H3, H4, H6, H7, 
H8)や寒色のアイカラー実験刺激(E2, E4, E5)や
ショッキングピンク(L5)・ブラウン(L6)のリッ

プカラー実験刺激は外向性や開放性が高い傾

向が見られ(それぞれ 4.43―5.84, 4.27―5.25)，低
明度を中心としたヘアカラー実験刺激(H1, H2, 
H5)やベージュ系・レッド系のリップカラー実

験刺激(L1, L2, L3, L4)，暖色系のアイカラー(E1, 
E3, E5)は協調性・勤勉性・情緒安定性が高い傾

向にあった (それぞれ 4.85―5.41, 4.81―5.27, 
4.60―5.06)。 
このように明度や色の寒暖など共通の特徴

を持つヘアメイクアップは推測される性格の

特徴も共通する傾向が見られたため，クラスタ

ー分析により推測される性格からのヘアメイ

クアップ顔の分類を試みた。20 種の実験刺激の

Big Five 各因子それぞれの平均値を用い，ウォ

ード法で階層クラスター分析を行った結果，ク

ラスター間距離を基準として 4 つのクラスター

に分類され，便宜上第 1 群，第 2 群，第 3 群，

第 4 群と名付けた。表 1 に各群の Big Five 各因

子と好意の平均点，標準偏差を示した。 
第 1 群と第 2 群，第 3 群と第 4 群はクラスタ

ー間距離が近く，第 1 群・第 2 群は協調性，勤

勉性，情緒安定性が高い実験刺激が，第 3 群・

第 4 群は外向性及び開放性が高い実験刺激が分

類された。第 1 群は第 2 群より外向性がやや高

く，第 4 群は第 3 群より外向性や開放性が高く

勤勉性が低い実験刺激が分類された。好意は第

1 群・第 2 群が高く，第 3 群・第 4 群は低かっ

た。 
第 1 群には低明度ブラウンのヘアカラーや鮮

やかなレッド系のリップカラーといった，近年

日本人女性がよく用いる色が分類された(以下，

定番色と呼ぶ)。第 2 群は黒髪や彩度の低いベー

ジュ系リップカラー，暖色のアイカラーなど素

髪・素顔に近い色やナチュラルメイクで用いら

れる色が多く分類された(以下，自然色と呼ぶ)。
第 3 群はリップカラー実験刺激およびアイカラ

ー実験刺激のみが分類され，ブラウンやショッ

キングピンクのリップカラー，寒色のアイカラ

ーが含まれた。第 4 群はヘアカラー実験刺激の

みが分類され，中―高明度のヘアカラーが分類

された。第 3 群・第 4 群に分類された色は第 1
群・第 2 群と比べて使用頻度が低い色であった

(以下，非定番色という)。 
以上から，推測される性格を基にヘアメイク

アップ顔のクラスター分析を行った結果，協調

性や勤勉性，情緒安定性が高く推測される定番

色・自然色を含むヘアメイクアップ顔と，外向

性や開放性が高く推測される非定番色を含む

ヘアメイクアップ顔に大きく分けることがで

きることが明らかとなった。さらに前者は外向

性がやや高い定番色ヘアメイクアップと外向

性が低い自然色ヘアメイクアップに，後者は勤

勉性がやや高い非定番色メイクアップと外向

性や開放性が最も高い非定番色ヘアカラーに

分類することができた。好意は定番色・自然色

を含むヘアメイクアップ顔で高く，非定番色を

含むヘアメイクアップ顔で低かった。 
観察者の性格と対人魅力 前項の分析では，

協調性や勤勉性，情緒安定性が高いヘアメイク

アップ顔の対人魅力が高く評価される傾向が

示唆された。では，観察者の性格とヘアメイク

アップ顔の対人魅力にはどのような関係があ

るのだろうか。類似説，相補説，個人的望まし

さ説，社会的望ましさ説の 4 つの説のうちのど

れがあてはまるのかを検証するため，観察者の

性格とヘアメイクアップ顔から推測される性

格との関係性を調べた。好意の高いヘアメイク

アップ顔から推測される性格が観察者の現在
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の性格に近いほど対人魅力が高く評価されれ

ば類似説が，現在の性格と離れるほど対人魅力

が高く評価されれば相補説が，また理想の性格

に近いほど対人魅力が高く評価されれば個人

的望ましさ説が支持される。観察者の性格に関

わらず外向性・協調性・勤勉性・情緒安定性・

開放性が高く推測されるヘアメイクアップ顔

の好意が高い場合は社会的望ましさ説の可能

性を考えることができる。 
類似説と相補説の妥当性を確認するため， 

観察者の現在の性格に近い(あるいは現在の性

格と離れた)性格が推測されるヘアメイクアッ

プ顔ほど好意が高く評価されるか確認した。ま

ず Big Five 各因子それぞれについて，ある実験

参加者がある実験刺激を見て推測した性格と

当該実験参加者の現在の性格の差の絶対値を

求め，これを「相違度」とした。次にそれぞれ

の実験刺激について実験参加者間で相違度・好

意の相関係数を求めた。その結果，外向性の相

関係数は rs=-.216～.115 であり，このうち有意

な負の相関が確認された実験刺激は 4つ(H5, L2, 
E4, E5)であった。同様に，協調性(rs=-.462～.095)
は 8 つ(H4, H6, H7, H8, L5, E2, E4, E6)，勤勉性

(rs=-.277～.085)は 4 つ(H6, H8, E4, E6)，開放性

(rs=-.285～.038)は 8 つ(H2, L2, L3, L4, E1, E2, E4, 

E5)であった。情緒安定性(rs=-.056～.259)は有意

な正の相関関係が観察された実験刺激が 5 つあ

り(L3, L5, E3, E4, E5)，他は有意な相関関係は確

認されなかった。いずれの性格因子も半数以上

の実験刺激で観察者の現在の性格との相違度

と好意との間に相関関係が見いだされなかっ

たことから，類似説および相補説は妥当ではな

いと考えられる。 
個人的望ましさ説の妥当性を確認するため，

観察者の理想の性格に近い性格が推測される

ヘアメイクアップ顔ほど好意が高く評価され

るかを確認した。実験参加者の理想の性格とヘ

アメイクアップ顔から推測される性格との相

違度を求め，実験参加者間で相違度・好意間の

相関係数を求めた。その結果，協調性について

はすべての実験刺激において相違度・好意との

間に有意な負の相関関係があり(rs=-.586～-.182, 
ps<.05 または ps<.01)，勤勉性も L1(r=-.155, ns)
を除きすべて有意な負の相関(rs=-.409～-.173, 
ps<.05 または ps<.01)が，また情緒安定性につい

ても H1，H5，H7，H8，L4 の 5 つ(rs=-.148～.039, 
ns)を除いて有意な負の相関 (rs=-.322～ -.181, 
ps<.05 または ps<.01)が認められた。一方，外向

性(rs=-.305～ .071)や開放性(rs=-.323～-.023)に
ついては相違度と好意の間に有意な負の相関

表 1 ヘアメイクアップ顔から推測される性格の平均値（上段）と標準偏差（下段）（実験 1） 

 実験刺激 E A C N O 好意 

第

１

群  

H2 

 

L1 

 

L2 

    

4.30  5.14  5.07  4.99  3.86  4.66  

0.84  0.68  0.67  0.67  0.72  0.98  

第

2

群  

H1 

 

H5 L3 

 

L4 

 

E1 

 

E3 

 

E5 

3.60  5.24  5.10  4.84  3.52  4.53  

0.75  0.57  0.62  0.61  0.67  0.90  

第

3

群  

L5 

 

L6 

 

E2 

 

E4 

 

E6 

  

4.63  4.05  4.51  4.30  4.36  3.48  

0.73  0.80  0.71  0.66  0.66  0.94  

第

4

群  

H3 

 

 H4 

 

 H6 

 

 H7 

 

 H8 

  

5.49  3.92  3.68  4.07  5.02  3.59  

0.67  0.71  0.67  0.62  0.68  0.92  

注 E：外向性，A：協調性，C：勤勉性，N：情緒安定性，O：開放性。画像の下の番号は実験刺激番号。 
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関係が認められた実験刺激はそれぞれ 6 つ(H2, 
L1, L2, E1, E3, E5)，8 つ(H2, H7, L2, L3, L4, E1, 
E3, E4)に留まり，他は有意な相関関係が認めら

れなかった。次に実験刺激間で性格の相違度・

好意間の相関係数を求めたところ，協調性

(r=-.975, p<.01)，勤勉性(r=-.823, p<.01)，情緒安

定性(r=-.946, p<.01)について相違度・好意間に有

意な負の相関が確認されたものの，外向性

(r=.586, p<.01)，開放性(r=.787, p<.01)については

相違度・好意間に有意な正の相関が確認された。

協調性・勤勉性・情緒安定性については，観察

者間・実験刺激間共に理想の性格との相違度が

大きいほど好意が低くなることが確認された

ことから，個人的望ましさ説は支持された。一

方，外向性と開放性については，観察者間では

半数以上の実験刺激で相違度・好意間に相関関

係は確認されず，また実験刺激間では正の相関

関係が確認されたため，個人的望ましさ説は支

持されなかった。 
社会的望ましさ説の妥当性を確認するため，

観察者の性格に関わらず性格因子が高く推測

されるヘアメイクアップ顔ほど好意も高く評

価されるか確認した。ヘアメイクアップ顔から

推測される性格と好意との実験参加者間での

相関係数を求めた結果，協調性はすべての実験

刺激において(rs=.269～.665, すべて ps<.01)，ま

た勤勉性(rs=.085～.473)は H1，L2，E3，情緒安

定性(rs=.127～.454)は H1，H5，L2 を除くすべて

の実験刺激において好意と有意な正の相関が

観察されたが，外向性(rs=-.284～.273)および開

放性(rs=-.191～.379)は有意な正の相関が示され

た実験刺激はそれぞれ 5 つ(H2, L1, L3, E1, E3)，
8 つ(H1, H2, L1, L2, L3, L4, E1, E3)に留まり，外

向性は H6 と L5 で，また開放性は H6 と H8 で

それぞれ負の相関が確認された。次に実験刺激

間で性格と好意との相関係数を求めたところ，

協調性(r=.970, p<.01)，勤勉性(r=.803, p<.01)，情

緒安定性(r=.934, p<.01)は性格・好意間に有意な

正の相関が確認されたものの，外向性(r=-.758, 
p<.01)，開放性(r=-.825, p<.01)については有意な

負の相関が確認された。協調性・勤勉性・情緒

安定性については，観察者間・実験刺激間で共

に性格と好意との間に正の相関関係が見いだ

されたことから，社会的望ましさ説は支持され

た。一方，外向性と開放性については観察者間

で性格・好意間に正の相関関係が見いだされた

実験刺激は半数以下に留まり，また実験刺激間

では負の相関関係が確認されたことから，社会

的望ましさ説は支持されなかった。 
以上から，ベースラインのヘアカラー・リッ

プカラー・アイカラーのうちいずれか 1 箇所の

みを変更した実験刺激を用いた本実験では，個

人的望ましさ説および社会的望ましさ説が部

分的に支持された。すなわち協調性・勤勉性・

情緒安定性については個人的望ましさ説・社会

的望ましさ説ともに支持されたが，外向性・開

放性についてはいずれの説も支持されなかっ

た。個人的望ましさ説の基準となる観察者の理

想の自己の評定値が協調性(6.21)，勤勉性(5.57)，
情緒安定性(5.87)において非常に高く，協調性・

勤勉性・情緒安定性が高いほど対人魅力が高い

とする社会的望ましさ説の基準とほぼ重なる

ことが，両説が同時に支持された要因であると

考えられる。 

実 験 2 

実験 1 では，定番色や自然色から成るヘアメ

イクアップ顔は協調性や勤勉性，情緒安定性が

高く推測され，対人魅力が高いこと，また反対

に非定番色を含むヘアメイクアップ顔は外向

性や開放性が高く評価され，対人魅力が低いこ

とが明らかとなった。観察者の性格とヘアメイ

クアップ顔の対人魅力との関係性については

協調性・勤勉性・情緒安定性において個人的望

ましさ説・社会的望ましさ説が支持された。 
ただしこれらはベースラインからヘアカラ

ー・リップカラー・アイカラーのいずれか 1 箇

所のみを変更した実験刺激を用いた結果であ

る。実際のヘアメイクアップは色の組み合わせ

で成り立っている。そこで実験 2 では，ヘアカ

ラー・リップカラー・アイカラーの 3 箇所全て

の色を変更した実験刺激を用いる。実験 1 で用

いたヘアカラー・リップカラー・アイカラーそ

れぞれから各群 1 色ずつ代表色を選定し，それ

らの組み合わせによる実験刺激を用いて実験 1
の結果が追認されるか確認を行う。 
なお本実験は放送大学研究倫理委員会の承

認を得て行った(通知番号 2021-29)。 
 

方法 
参加者 実験 1 と同様，20 歳以上の日本語を

母語とする女性を対象とし，クラウドソーシン
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グシステム(株式会社クラウドワークス)を通じ

て参加者の募集を行った。ただし実験 1 に参加

した者は本実験の対象から除外した。実験 1 と

同様の理由でパソコンまたはタブレット端末

にて 7:00～16:00に回答することを条件とした。

130名の回答者のうち，時間外に回答した1名，

IMC 設問に正しく反応できなかった 1 名，2 回

以上回答を行った1名を除く有効回答127名(20
代 25 名，30 代 42 名，40 代 38 名，50 代 21 名，

60 代 1 名)のデータを分析に用いた。 
実験刺激 ベースラインは実験 1 と同じもの

を用いた(図 1B)。実験 1 で分類されたクラスタ

ー(表 1)を基に，各群からヘアカラー・リップカ

ラー・アイカラーそれぞれの代表色を選出した。

選出にあたっては，各群の性格の平均値に最も

近い色(差の二乗和がもっとも小さい色)を基準

とした。その結果，ヘアカラーは第 1 群から低

明度ブラウン(H2)，第 2 群から中明度アッシュ

(H5)，第 4 群から高明度アッシュ(H8)を，リッ

プカラーは第 1 群からレッド(L1)，第 2 群から

ピンクベージュ(L3)，第 3 群からショッキング

ピンク(L5)を，アイカラーは第 2 群から高明度

暖色(E1)，第 3 群から中明度寒色(E4)をそれぞ

れ選出した。ヘアカラー3 種，リップカラー3 種，

アイカラー2 種の組み合わせにより合計 18 種

の実験刺激を本実験に用いた。以下，例えば第

1 群のヘアカラー・第 2 群のリップカラー・第

3 群のアイカラーによる組み合わせは”123”の
ように，ヘアカラー・リップカラー・アイカラ

ーの順に実験 1 で分類されたクラスターの番号

の並びで表す。 
質問項目 ①性格に関する項目：実験 1 と同

じく TIPI-J(小塩・阿部・カトローニ，2012)を改

変して用い，質問方法や逆転処理項目は実験 1
にならった。②対人魅力に関する項目：好意を

測定する項目である「この女性が好き」の 1 項

目に絞り込み，「全く当てはまらない」から「非

常にあてはまる」までの 7 段階の Likert 尺度を

用いて回答を得た。 
なお実験 2 では，このほかにも，「若々しい」

「女性的である」など 9 項目について実験刺激

を評定させたが，本論文では報告しない。 
手続き 本実験は 2021 年 7 月 16～27 日にオ

ンラインで実験 1 と同様の手続きにて行った。

ただし，実験参加者の性格の後と 18 種それぞ

れの実験刺激の好意の後に本論文では報告し

ない 9 項目の評定を行っている。 
 
結果 
ヘアメイクアップ顔から推測される性格 

ヘアカラー・リップカラー・アイカラーの 3 箇

所全ての色を変更した実験刺激から観察者が

どのような性格を推測するのかを Big Five 各因

子の平均値から分析した。自然色・定番色を多

く含む実験刺激(112, 122, 212, 222, 232)は協調

性・勤勉性・情緒安定性が高く (それぞれ

4.90―5.41, 4.87―5.10, 4.77―4.93)が高く，非定

番色を含む実験刺激(113, 123, 132, 133, 213, 223, 
233, 412, 413, 422, 423, 432, 433)は開放性が比較

的高かった(4.09―4.80)。また非定番色ヘアカラ

ーを含む実験刺激(412, 413, 422, 423, 432, 433；
3.41―3.93)は他の実験刺激(4.10―5.10)より勤

勉性が低かった。 
このように定番色・自然色を中心としたヘア

メイクアップと非定番色を含むヘアメイクア

ップとで推測される性格の特徴が異なる傾向

が見られたため，実験 1 と同様にクラスター分

析により推測される性格からのヘアメイクア

ップ顔の分類を試みた。18 種の実験刺激の Big 
Five 各因子それぞれの平均値を用い，ウォード

法による階層クラスター分析を行った結果，ク

ラスター間距離を基準として 4 つのクラスター

に分類され，便宜上第 1’群，第 2’群，第 3’群，

第 4’群と名付けた。表 2 には各群の Big Five 各
因子および好意の平均点とそれらの標準偏差

を示した。 
実験 1 と同様，第 1’群と第 2’群，第 3’群と第

4’群はそれぞれクラスター間距離が近く，第 1’
群・第 2’群には協調性，勤勉性，情緒安定性が

高い実験刺激が，第 3’群・第 4’群には外向性及

び開放性が高い実験刺激がそれぞれ分類され

た。また第 1’群は第 2’群と比べて外向性が高い

実験刺激が分類され，第 4’群は第 3’群と比較し

て外向性や開放性が高く協調性や勤勉性が低

い実験刺激が分類された。好意は第 1’群・第 2’
群で高く，次いで第 3’群が高く，第 4’群が最も

低かった。 
第 1’群・第 2’群に分類されたヘアメイクアッ

プ顔の 5 つのうち 4 つ(112, 212, 122, 222)は，実

験 1 で第 1 群・第 2 群に分類された定番色や自

然色の組み合わせによるものであった。第 1’群
と第2’群との違いはリップカラーの彩度であり，
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第 1’群に彩度が高い L1 や L5 のリップカラー

を含む実験刺激が，第 2’群に彩度が低い L3 の

リップカラーを含む実験刺激がそれぞれ分類

された。第 3’群に分類されたヘアメイクアップ

顔は，すべて実験 1 で第 3 群・第 4 群に分類さ

れた非定番色を 1 箇所含むヘアメイクアップ顔

であり，第 4’群はヘアカラーのみが非定番色で

ある 412 を除きすべて非定番色を 2 箇所以上含

むヘアメイクアップ顔であった。 
これらの結果から，ヘアカラー・リップカラ

ー・アイカラーの 3 箇所全ての色を変更した実

験刺激でも，実験 1 と同様に，協調性や勤勉性，

情緒安定性が高い定番色・自然色から成るヘア

メイクアップ顔と，外向性や開放性が高い非定

番色を含むヘアメイクアップ顔に大きく分類

できることが明らかとなった。さらに前者は外

向性がやや高い高彩度リップカラーを含むヘ

アメイクアップ顔と外向性が低い低彩度リッ

プカラーを含むヘアメイクアップ顔に，後者は

協調性や勤勉性がやや高い非定番色を 1 箇所含

むメイクアップ顔と外向性や開放性が最も高

い非定番色を 2 箇所以上含むヘアメイクアップ

顔に分類することができた。好意は定番色・自

然色から成るヘアメイクアップ顔が高く，非定

番色を多く含むほど低くなることが示唆され

た。 
観察者の性格と対人魅力 ヘアメイクアッ

プ顔から推測される性格について，ヘアカラ

ー・リップカラー・アイカラー3 箇所すべてを

変更したヘアメイクアップ顔でも協調性や勤

勉性，情緒安定性が高いヘアメイクアップ顔の

対人魅力が高く評価される傾向が示されたが，

観察者の性格とヘアメイクアップ顔の対人魅

力にはどのような関係があるのだろうか。類似

説，相補説，個人的望ましさ説，社会的望まし

さ説の妥当性を検証するため，実験 1 と同様の

方法で観察者の性格とヘアメイクアップ顔か

ら推測される性格との関係性を調べた。 
類似説や相補説の妥当性を確認するため，実

験参加者間で現在の性格との相違度と好意と

の相関係数を求めた。その結果，協調性につい

ては全ての実験刺激で相違度・好意間に有意な

負の相関が確認されたものの(rs=-.506～-.193, 
ps<.05 または ps<.01)，外向性(rs=-.280～-.008)，
勤勉性(rs=-.327～.209)，開放性(rs=-.329～.056)
については有意な負の相関が確認された実験

刺激数はそれぞれ 5 つ(123, 132, 133, 222, 223)，
7 つ(133, 223, 412, 422, 423, 432, 433)，3 つ(222, 
423, 433)に留まり，情緒安定性(rs=-.104～-.119, 
ns)は全ての実験刺激で有意な相関は確認でき

表 2 ヘアメイクアップ顔から推測される性格の平均値（上段）と標準偏差（下段）（実験 2） 

 実験刺激 E A C N O 好意 

第

1’ 

群  

112 

 

212 

 

232 

    

4.32  5.03  5.02  4.83  4.00  4.63  

0.74  0.67  0.60  0.56  0.69  1.20  

第

2’ 

群  

122 

 

222 

     

3.38  5.28  4.98  4.62  3.53  4.76  

0.90  0.74  0.67  0.72  0.83  1.01  

第

3’ 

群  

113 

 

123 

 

132 

 

213 

 

223 

 

422 

 

4.55  4.43  4.41  4.50  4.20  4.00  

0.57  0.73  0.70  0.61  0.52  0.93  

第

4’ 

群  

133 

 

233 

 

412 

 

413 

 

423 

 

432 

 

433 

5.26  3.88  3.82  4.30  4.61  3.54  

0.69  0.77  0.79  0.63  0.66  0.92  

注 E：外向性，A：協調性，C：勤勉性，N：情緒安定性，O：開放性。 
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なかった。協調性について実験刺激間で相違

度・好意間の相関係数を求めたところ，有意な

負の相関が確認された(r=-.951, p<.01)。観察者

間・実験刺激間共に現在の性格との相違度が大

きいほど好意が低くなることが確認された。協

調性については類似説が支持されたものの，外

向性・勤勉性・情緒安定性・開放性については

半数以上の実験刺激で相違度・好意間に相関関

係が確認できなかったことから類似説および

相補説は指示されなかった。 
個人的望ましさ説の妥当性を確認するため，

実験刺激間で理想の性格との相違度と好意と

の相関係数を求めた。その結果，協調性におい

て全ての実験刺激で相違度・好意間に有意な負

の相関が確認されたほか(rs=-.659～-.382, すべ

て ps<.01)，勤勉性は 212，232，222(rs=-.132～
-.050, ns)を除く全ての実験刺激で(rs=-.552～
-.180, ps<.05 または ps<.01)，情緒安定性は 212
および 232(rs=-.144～.064, ns)を除くすべての実

験刺激で(rs=-.397～-.180, ps<.05 または ps<.01)
それぞれ有意な負の相関が確認された。一方，

外向性(rs=-.259～.168)は 122 および 222 で，ま

た開放性(rs=-.329～.056)は 222 のみで有意な負

の相関が確認された他は有意な相関は確認で

きなかった。次に実験刺激間で相違度・好意間

の相関係数を求めたところ，協調性(r=-.990, 
p<.01)，勤勉性 (r=-.929, p<.01)，情緒安定性

(r=-.891, p<.01)について相違度・好意間に有意な

負の相関が確認されたものの，外向性(r=.177, 
ns)は有意な相関関係は確認できず，開放性

(r=.817, p<.01)は正の相関関係が確認された。協

調性・勤勉性・情緒安定性については，観察者

間・実験刺激間共に理想の性格との相違度が大

きいほど好意が低くなることが確認されたこ

とから，個人的望ましさ説は支持された。一方，

外向性と開放性については理想の性格との相

違度と好意の間に観察者間・実験刺激間を通じ

てほとんど負の相関関係は確認されなかった

ため，個人的望ましさ説は支持されなかった。 
社会的望ましさ説の妥当性を確認するため，

ヘアメイクアップ顔から推測される性格と好

意との実験参加者間での相関係数を求めた。そ

の結果，協調性(rs=.324～.738, すべて ps<.01)お
よび勤勉性(rs=.208～.750, ps<.05 または ps<.01)
についてはすべての実験刺激において，また情

緒安定性についても 212(r=.170, ns)を除くすべ

ての実験刺激において(rs=.229～.529, ps<.01)有
意な正の相関関係が見いだされたが，外向性

(rs=-.382～.215)は 222 で好意との正の相関が確

認されたものの 11 の実験刺激(112, 113, 132, 133, 
233, 412, 413, 422, 423, 432, 433)で有意な負の相

関が確認され，開放性も 232，122，222 のみで

有意な正の相関関係が見いだされたものの他

の実験刺激では有意な相関は確認されなかっ

た。次に実験刺激間で性格と好意との相関係数

を求めたところ，協調性(r=.992, p<.01)，勤勉性

(r=.946, p<.01)，情緒安定性(r=.868, p<.01)は性

格・好意間に有意な正の相関が確認されたもの

の，外向性(r=-.861, p<.01)，開放性(r=-.885, p<.01)
については性格・好意間に有意な負の相関が確

認された。協調性・勤勉性・情緒安定性につい

ては，観察者間・実験刺激間で共に性格と好意

との間に正の相関関係が見いだされたことか

ら，社会的望ましさ説は支持された。一方，外

向性と開放性については観察者間・実験刺激間

で性格・好意間に正の相関関係がほとんど見い

だされなかったことから，社会的望ましさ説は

妥当ではないと考えられる。 
以上から，ヘアカラー・リップカラー・アイ

カラーの 3 箇所全ての色を変更した実験刺激を

用いた実験 2 では，協調性は類似説・個人的望

ましさ説・社会的望ましさ説が，勤勉性および

情緒安定性は個人的望ましさ説・社会的望まし

さ説が支持され，外向性および開放性について

はいずれの説も支持されなかった。協調性につ

いて個人的望ましさ説・社会的望ましさ説に加

えて類似説も支持されたことは実験 1 とは異な

る結果であるが，この理由として実験 2 の参加

者の現在の自己での協調性の評定値が 5.20 と

やや高く，類似説の基準が個人的望ましさ説の

基準により近かったためと考えられる。相関係

数の絶対値は現在の性格との相違度・好意間

(rs=-.506～-.193)よりも理想の性格との相違度・

好意間 (rs=-.659 ～ -.382) や協調性・好意間

(rs=.324～.738)のほうが大きいことから，協調

性についても勤勉性・情緒安定性と同様に類似

説よりも個人的望ましさ説・社会的望ましさ説

がより妥当性が高いと考えられる。 

総合考察 

本研究から，ヘアメイクアップ顔を推測され

る性格でクラスター分析を行ったところ，定番
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色や自然色から成り協調性・勤勉性・情緒安定

性が高く推測されるヘアメイクアップ顔と，非

定番色を含み外向性・開放性が高く推測される

ヘアメイクアップ顔とに大きく分類されるこ

とが示された。前者はさらに定番色を中心とし

た外向性がやや高いヘアメイクアップ顔(第 1
群・第 1’群)と，自然色を中心とした外向性の低

いヘアメイクアップ顔(第 2 群・第 2'群)に，ま

た後者は非定番色を 2 箇所以上含むヘアメイク

アップや非定番色ヘアカラーを含む外向性や

開放性が特に高く勤勉性が低いヘアメイクア

ップ顔(第 4 群・第 4’群)と，非定番色を 1 箇所

のみ含む勤勉性がやや高いヘアメイクアップ

顔(第 3 群・第 3’群)にそれぞれ分類することが

できた。これらの結果はベースラインからヘア

カラー・リップカラー・アイカラーのいずれか

1 箇所のみの色を変化させた実験 1，及び 3 箇

所全ての色を同時に変化させた実験 2 で同様に

示された。 
本研究で用いた実験刺激のうち第 2 群および

第 2’群は最も素顔・素髪に近いヘアメイクアッ

プであり，第 1 群(第 1’群)，第 3 群(第 3’群)，第

4 群(第 4’群)の順に素髪・素顔からかけ離れた

日常的に目にする機会の少ないヘアメイクア

ップとなる。素顔・素髪に近いヘアメイクアッ

プ顔ほど協調性や勤勉性，対人魅力が高くなり，

外向性や開放性が低くなる傾向が見られるこ

とから，人は素顔・素髪との隔たりから性格や

魅力を判断している可能性が考えられる。顔の

印象研究では典型的・平均的な顔は対人魅力や

信頼性が評価されやすいとされているが(例え

ば Rhodes, 2006；Sofer, Dotsch, Wigboldus, & 
Todorov, 2015；三枝・渡邊，2015)，ヘアメイク

アップが顔の典型性や平均性に影響を与える

のであれば対人魅力や推測される性格に影響

を与えることも充分に考えられる。 
観察者の性格とヘアメイクアップ顔の対人

魅力との関係について，性格の類似説，相補説，

個人的望ましさ説，社会的望ましさ説の妥当性

を検証したところ，協調性・勤勉性・情緒安定

性については，性格の個人的望ましさ説及び社

会的望ましさ説が妥当であることが示唆され

たが，外向性や開放性についてはいずれの説に

も当てはまらなかった。これらの結果も，実験

1 及び実験 2 でほぼ同様に示された。 
本研究では外向性や開放性が高く推測され

るヘアメイクアップ顔ほど対人魅力が高いと

いう結果とはならなかったが，これは外向性

(Hendrick & Brown, 1971; 中里他，1975)や開放

性(戸塚，2016)が高い人物の方が対人魅力も高

い傾向にあるとするこれまでの研究とは異な

る結果である。この理由として，次の 2 つの理

由が考えられる。 
1 つ目は先述のヘアメイクアップが顔の典型

性や平均性に与える影響である。顔の典型性や

平均性を低下させると考えられる非定番色を

使用したヘアメイクアップで外向性・開放性が

高く推測されるならば，対人魅力と，外向性・

開放性とは両立しにくい可能性がある。これが

外向性と開放性が対人魅力と正の相関関係が

見いだされなかった原因であると考えられる。 
もう 1 つの理由は，そもそも外向性や開放性

が必ずしも対人魅力を高める要素になるわけ

ではないということである。例えば水野(2003)
によって，外向性には「快活的外向」「友好的外

向」「主張的外向」の 3 つの因子があり，好意感

情に結び付くのは友好的外向のみであること

が示されている。非定番色を含むヘアメイクア

ップ顔の外向性の高さが主張性や快活性の高

さに起因するものであるならば，外向性の高さ

がヘアメイクアップ顔の魅力に寄与しない可

能性も充分に考えられる。このように，外向性

や開放性が高く評価されたとしても，その外向

性や開放性が魅力を上げる因子でなかったこ

とがもう 1 つの原因として考えられる。以上で

挙げた 2 つの仮説，すなわち典型性および外向

性・開放性と対人魅力との関係については，今

後さらなる検証が必要である。 
本研究では日本人女性の平均顔を用い，ヘア

メイクアップの代表色の性格や印象と対人魅

力との関係を調査したが，実際には，ヘアメイ

クアップの色の組み合わせは無数である。さら

にヘアメイクアップには色以外にも形や質感

といった別の要素もあり，ヘアメイクアップを

行う顔も千差万別である。近年の顔の印象研究

ではこのような多様性に対処するためにデー

タ駆動型アプローチがとられている(中村，

2021；Todorov & Oh, 2021)。データ駆動型アプ

ローチは，印象の決定要因についての仮説を設

定せず，多数の実験刺激を用いてどのような特

徴が印象に寄与しているのか計算論的にモデ

ル化する手法である。今後は，このようなアプ
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ローチを採り入れるなどして，より幅広いヘア

メイクアップのバリエーションへの対応を進

めていくことで，ヘアメイクアップから推測さ

れる性格と対人魅力に関する体系的な理論が

構築できると考えられる。 
 

注 

2 本実験では，原著者からの許諾を得て，

TIPI-J を次のように改変し使用した。前後

関係等を考慮し，教示文は「以下のそれぞれ

の項目は、現在のあなた自身(先ほど写真の

女性)にどのくらい当てはまりますか。もっ

とも適切なものを選んでください。」「あなた

自身にとっての理想的な性格を考えたとき、

以下のそれぞれの項目はどのくらい当ては

まりますか。もっとも適切なものを選んでく

ださい。」とし，各質問項目の「と思う」は

省略して用いた。また実験参加者自身の性格

及び 20 種の実験刺激に対して繰り返し質問

を行うことから 10 項目の質問項目は都度ラ

ンダムな順序で提示した。尺度使用マニュア

ル (http://jspp.gr.jp/doc/manual_TIPI-

J.pdf)では順序変更等を行った場合には妥

当性は保証しないとされているが，本実験で

得られたデータを基に行った因子分析や，小

塩他(2012)で報告されている各項目の平均

値，項目間の相関係数等との比較から，尺度

の妥当性を大きく損なうものではなかった

と判断した。 
 

利益相反 

本論文に関して，開示すべき利益相反関連事

項はない。 
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本研究では，ヘアメイクアップを施した日本人女性の平均顔から推測される性格，およびその性格

と対人魅力との関係を明らかにするために実験を行った。その結果，定番色や自然色のヘアメイク

アップを施した顔は協調性・勤勉性・情緒安定性が高く推測され好意も高い一方で，非定番色を含

むヘアメイクアップを施した顔は外向性・開放性が高く推測され，好意は低かった。ヘアメイクア

ップを施した顔の対人魅力について，性格の類似説・相補説・個人的望ましさ説・社会的望ましさ

説の妥当性を検証したところ，協調性・勤勉性・情緒安定性については個人的望ましさ説と社会的

望ましさ説が支持されたが，外向性・開放性についてはいずれの説も支持されなかった。 
 
キーワード：ヘアカラー、化粧、対人魅力、ビッグ・ファイブ 
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